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令和４年度周産期医療実態調査の概要

〇総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療センター、産婦人科を標ぼうする
医療機関（計63施設）に調査票を配付、回答依頼

〇分娩取扱医療機関（周産期母子医療センターを含む）22施設から回答
（令和４年12月20日時点）

〇分娩を取り扱っていない施設のうち、妊婦健診を行っている9施設から回答

〇医療機関によっては回答不能な項目もあること、今後の精査によっては数値を修正する
可能性もあることから、現時点での本調査結果は参考数値とし取扱に御注意をお願いし
ます。

次期計画策定の基礎資料とするため、県内に住所地を有する妊婦の受療動向や、医療
機関の状況、分娩数等の実態を把握するため、調査を実施したもの。

〔調査実施期間〕 令和４年９月～12月
〔調査対象期間〕 令和元年（2019年）1月～12月及び令和３年（2021年）1月～12月
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周産期死亡率

全国 岩手

１ 岩手県の周産期医療に係る現状と課題

〇本県の周産期死亡率は、年により変動がある
ものの、長期的には全国と同様に減少傾向に
ある。
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早期新生児死亡率

全国 岩手
厚生労働省：人口動態統計

〇生後７日未満の早期新生児死亡率は、年によ
り変動があるものの、長期的には概ね横ばい
である。

(1) 周産期死亡率の状況

〇本県の周産期死亡原因の上位

厚生労働省：人口動態統計

〇本県の早期新生児死亡原因の上位

【現状】

岩手2.9

全国3.4

岩手0.9

全国0.6
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2019年その他の胎盤異常：8件 臍帯の異常：6件 常位胎盤早期剥離:
5件

2021年その他の胎盤異常：6件 母体疾患：2件 不詳：2件
R4年度岩手県周産期医療実態調査

2019年 その他の胎盤異常：3件 新生児呼吸障害：2件

2021年 その他の胎盤異常：4件
R4年度岩手県周産期医療実態調査
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14歳以下 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳
35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上 厚生労働省：人口動態統計
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１ 岩手県の周産期医療に係る現状と課題
(2) 晩産化の進行 (3) ハイリスク分娩管理加算を算定した症例数

〇晩婚化・晩産化の進行も背景に、ハイリスク
分娩割合が増加

〇全県でのハイリスクの要因別では、2019年、2021年と
もに「妊娠30週未満の切迫早産」、「妊娠高血圧症候
群重症」、「糖尿病」、「子宮内胎児発育遅延」が上位
にある。
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2019年 2021年
早産（22～32週未満） 6 2
40歳以上の初産婦 32 48
BMI35以上初産 2 11
妊娠高血圧症候群重症 100 85
常位胎盤早期剥離 11 15
前置胎盤 5 14
妊娠30週未満の切迫早産 135 153
双胎間輸血症候群 0 0
多胎妊娠 36 44
子宮内胎児発育遅延 65 65
心疾患 0 0
糖尿病 69 89
甲状腺疾患 7 15
腎疾患 0 1
膠原病 1 3
特発性血小板減少性紫斑病 1 0
白血病 0 0
血友病 0 0
出血傾向 1 0
ＨＩＶ陽性 0 0
Rh不適合 3 2
当該妊娠中に帝王切開以外の開腹手術 4 1
精神疾患 5 4
その他 6 6
計 489 558

（県内・有回答医療機関のみ・参考数値）



１ 岩手県の周産期医療に係る現状と課題
(4) 妊産婦の救急搬送の増加
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周産期救急搬送コーディネーター事業
による搬送調整件数（岩手県）

妊産婦 新生児

〇周産期救急搬送コーディネーター事業による
搬送調整件数は、2016年から2021年にかけ、
約６割増加。（主に妊産婦の搬送が増加）
○令和３年度の搬送依頼理由は、①切迫早産、
②母体合併症、③前期破水・高位破水、④胎
児機能不全の順番に多い。

2019年 2021年
病院 9.9% 9.7%
産科診療所 1.8% 1.4%

(5) 戻り搬送※の状況

※母体の搬送要請をした件数のうち、搬送後、
自院に戻り、自院で分娩した件数の割合

R4年度岩手県周産期医療実態調査

5



(6) 母体搬送時の情報連携

常にいーはとーぶを利用

いーはとーぶ又は別の手段を使い分け

常にいーはとーぶ以外を利用

未記入

0 2 4 6 8 10 12 14

母体の搬送時の情報連携方法

0 5 10 15 20

メール

郵送

FAX

その他

いーはとーぶ以外の連絡方法

0 2 4 6 8 10 12 14

情報量が不足

入力が手間

搬送先が別の手段を希望

その他

搬送時にいーはとーぶを
活用しない理由

○母体搬送時、いーはとーぶを活用している医療機
関よりも、活用していない医療機関の方が多い。
○活用していない理由としては、「いーはとーぶで
は必要な情報量が不足」が最も多く、搬送先に
「診療情報提供書」をFAX等で送る例が多い。

R4年度岩手県周産期医療実態調査

その他（医療機関自由記載）
・診療情報提供書は病院毎に決められていることが多く、「いーはとーぶ」のみでは対応
できない。
・周産期電子カルテ（ﾊﾛｰﾍﾞｲﾋﾞｰ）の使用により、搬送依頼先病院と連携操作で対応する
ことが多いが、検査結果等は、印刷された検査詳細情報で確認している。
・電子カルテ（ﾊﾛｰﾍﾞｲﾋﾞｰ以外）といーはとーぶとの連携インターフェースがなく、
使用する場合は情報の二重登録が生じ、手間となるためいーはとーぶを使用していない。
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n=25 n=25 複数回答可
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１ 岩手県の周産期医療に係る現状と課題
(7) メンタル疾患など、支援を要する妊産婦への対応
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県内市町村の要対協※において
支援対象となっている妊婦数の推移

特定妊婦の定義
○児童福祉法
出産後の養育について出産前において支援を行うことが特に必要

と認められる妊婦 （第６条の３第５項）
○子ども虐待対応の手引き（厚生労働省）
① すでに養育の問題がある妊婦
要保護児童、要支援児童を養育している妊婦

② 支援者がいない妊婦
未婚又はひとり親で、親族など身近な支援者がいない妊婦、夫の協力が得られない
妊婦 等

③ 妊娠の自覚がない・知識がない妊婦、出産の準備をしていない妊婦
④ 望まない妊娠をした妊婦
育てられない、もしくはその思い込みがある、婚外で妊娠した妊婦、既に多子を養
育しているが経済的に困窮している状態で妊娠した妊婦 等

⑤ 若年妊婦
⑥ こころの問題がある妊婦、知的な課題がある妊婦、アルコール依存、薬物依存等
⑦ 経済的に困窮している妊婦
⑧ 妊娠届の未提出、母子健康手帳未交付、妊婦検診未受診又は回数の少ない妊婦

子ども子育て支援室調べ

R4年度岩手県周産期医療実態調査n=28
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精神科との連携は十分ではないと感じている

精神科が積極的に妊産婦メンタルヘルスに関与し
ており、十分な連携ができている

精神科医師が事例検討会や地域母子連絡会などに
参加している

精神科との連携は十分かどうか

病院 産科診療所n=17 複数回答可 R4年度岩手県周産期医療実態調査

精神科との連携に関する課題等（医療機関自由記載）
・妊産婦のメンタルヘルスに関心を持たれる精神科医が増えることと、体制構
築が課題
・妊娠期には問題はなくとも、産後にメンタルの変調をきたす例が増えてい
る。

※要対協：要保護児童対策地域協議会
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0 2 4 6 8 10 12 14

自院内の精神科と連携して対応している
自院外の精神科と連携して対応している

精神科との連携はしていない
精神科との連携は必要だが、近隣に精神科がない

その他

妊産婦のメンタルヘルスに関する
精神科との連携の状況（県内）

病院 産科診療所

更新
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リスクが小さい（緊急性が低い）妊婦健診の延期

スタッフが不足していることにより、
分娩を他の医療機関に依頼した
感染または濃厚接触となった妊婦の
分娩を他の医療機関に依頼した

妊婦の同居家族全員が陽性となったことなどにより、
妊婦または出生児の入院を延期した

看護師等のスタッフの勤務時間上の負荷が増大した

スタッフの負荷の増大に対応するため、スタッフを増員した

その他

コロナ（第７波）により医療機関が受けた影響

病院 産科診療所

１ 岩手県の周産期医療に係る現状と課題
(8) 新型コロナウイルス感染症 第７波の影響

n=23 複数回答可

n=24 複数回答可 R4年度岩手県周産期医療実態調査

R4年度岩手県周産期医療実態調査

〇コロナの流行による影響の内容で、最も多
かったのは「リスクが小さい妊婦健診の延期」、
次点で「看護師等のスタッフの勤務時間上の負
荷が増大した」であった。

○一方で、負荷の増大に対応するためにスタッ
フの増員ができた医療機関は１にとどまった。
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0 2 4 6 8 10 12 14 16

医師が感染または濃厚接触

医師以外のスタッフが感染または濃厚接触

来院または入院している妊産婦が感染または濃厚接触

その他

コロナによる何らかの影響が生じた要因

病院 産科診療所

更新

更新



(9) 県内における分娩の状況
１ 岩手県の周産期医療に係る現状と課題

〇分娩地（県内、東北他県、東北以外）別の割合
をみると、県内に居住する妊婦が県内で分娩し
た割合は、2015年の91.9％から2021は94.0％と
増加している。

R4年度岩手県周産期医療実態調査（市町村） 9

分娩場所
2015年 2019年 2021年

分娩数 割合 分娩数 割合 分娩数 割合

県内 8,239 91.9% 6,433 92.1% 6,151 94.0%

東北他県 441 4.9% 379 5.4% 286 4.4%

東北以外 283 3.2% 175 2.5% 110 1.7%

計 8,963 100.0% 6,987 100.0% 6,547 100.0%

県外に住所地がある妊婦の
県内での分娩
2021：875件
2019：1237件
2015：1634件

県内に住所地がある妊婦の分娩状況

県内に住所地がある妊婦の
県外での分娩
2021：396件
2019：554件
2015：724件

更新



(9) 県内に住所地がある妊婦の分娩場所
【圏域別】盛岡・宮古周産期医療圏に住所地がある妊婦
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産婦の住所地
分娩した場所（2021年）

圏域内 県内他圏域 県内計 東北他県 県外その他 県外計 計

盛岡 2,720 105 2,825 62 63 125 2,950 

うち盛岡市 1,845 63 1,908 45 43 88 1,996 

宮古 298 44 342 9 4 13 355 

盛岡・宮古圏域 3,070 97 3,167 71 67 138 3,305 

割合（％） 92.9% 2.9% 95.8% 2.1% 2.0% 4.2% 100.0%

産婦の住所地
分娩した場所（2015年）

圏域内 県内他圏域 県内計 東北他県 県外その他 県外計 計

盛岡 3,316 210 3,526 141 141 282 3,808 

うち盛岡市 2,305 106 2,411 121 107 228 2,639 

宮古 436 69 505 15 20 35 540 

盛岡・宮古圏域 3,829 202 4,031 156 161 317 4,348 

割合（％） 88.1% 4.6% 92.7% 3.6% 3.7% 7.3% 100.0%

県外に住所地がある妊婦の
盛岡・宮古圏域での分娩
452件（2021年）
東北 ：146件
東北以外：306件

圏域内に住所地がある妊婦
の県外での分娩（2021年）

138件



(9) 県内に住所地がある妊婦の分娩場所
【圏域別】岩手中部・胆江・両磐周産期医療圏に住所地がある妊婦
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産婦の住所地
分娩した場所（2021年）

圏域内 県内他圏域 県内計 東北他県 県外その他 県外計 計

岩手中部 870 218 1,088 63 20 83 1,171 

胆江 146 526 672 15 5 20 692 

両磐 447 29 476 25 5 30 506 

岩手中部・胆江・
両磐圏域 1,951 285 2,236 103 30 133 2,369 

割合（％） 82.4% 12.0% 94.4% 4.3% 1.3% 5.6% 100.0%

産婦の居住圏域
分娩した場所（2015年）

圏域内 県内他圏域 県内計 東北他県 県外その他 県外計 計

岩手中部 1,171 278 1,449 68 41 109 1,558 

胆江 556 380 936 42 18 60 996 

両磐 602 48 650 31 32 63 713 

岩手中部・胆江・
両磐圏域 2,716 319 3,035 141 91 232 3,267 

割合（％） 83.1% 9.8% 92.9% 4.3% 2.8% 7.1% 100.0%

県外に住所地がある妊婦の
中部胆江両磐圏域での分娩

281件（2021年）
東北 ：128件
東北以外：153件

圏域内に住所地がある妊婦
の県外での分娩（2021年）

133件

更新



(9) 県内に住所地がある妊婦の分娩場所
【圏域別】気仙・釜石周産期医療圏に住所地がある妊婦
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産婦の住所地
分娩した場所（2021年）

圏域内 県内他圏域 県内計 東北他県 県外その他 県外計 計

気仙 193 12 205 20 4 24 229 

釜石 38 163 201 5 4 9 210 

気仙・釜石圏域 349 57 406 25 8 33 439 

割合（％） 79.5% 13.0% 92.5% 5.7% 1.8% 7.5% 100.0%

産婦の居住圏域
分娩した場所（2015年）

圏域内 県内他圏域 県内計 東北他県 県外その他 県外計 計

気仙 331 30 361 25 12 37 398 

釜石 160 109 269 10 8 18 287 

気仙・釜石圏域 558 72 630 35 20 55 685 

割合（％） 81.5% 10.5% 92.0% 5.1% 2.9% 8.0% 100.0%

県外に住所地がある妊婦の
気仙・釜石圏域での分娩
68件（2021年）
東北 ：22件
東北以外：46件

圏域内に住所地がある妊婦
の県外での分娩（2021年）

33件



(9) 県内に住所地がある妊婦の分娩場所
【圏域別】久慈・二戸周産期医療圏に住所地がある妊婦
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産婦の住所地
分娩した場所（2021年）

圏域内 県内他圏域 県内計 東北他県 県外その他 県外計 計

久慈 88 81 169 60 2 62 231 

二戸 141 32 173 27 3 30 203 

久慈・二戸圏域 284 58 342 87 5 92 434 

割合（％） 65.4% 13.4% 78.8% 20.0% 1.2% 21.2% 100.0%

産婦の居住圏域
分娩した場所（2015年）

圏域内 県内他圏域 県内計 東北他県 県外その他 県外計 計

久慈 211 69 280 83 10 93 373 

二戸 231 32 263 26 1 27 290 

久慈・二戸圏域 493 50 543 109 11 120 663 

割合（％） 74.4% 7.5% 81.9% 16.4% 1.7% 18.1% 100.0%

県外に住所地がある妊婦の
久慈・二戸圏域での分娩
74件（2021年）
東北 ：48件
（うち青森：32件）
東北以外：26件

圏域内に住所地がある妊婦
の県外での分娩（2021年）

92件
東北 ：87件

（うち青森 ：84件）
東北以外：5件
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R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3

盛岡 8 5 21 13 64 44 128 112 1,169 996 1,390 1,170
岩手医科大学附属病院 8 4 21 13 33 17 29 16 190 206 281 256

県立中央病院 1 15 23 55 51 393 325 463 400

盛岡赤十字病院 16 4 44 45 586 465 646 514

宮古 3 2 17 14 320 270 2 342 286

盛岡・宮古計 8 5 21 13 67 46 145 126 1,489 1,266 2 1,732 1,456

岩手中部 12 10 65 56 826 924 5 2 908 992

県立中部病院 39 31 477 553 516 584

北上済生会病院 12 10 26 25 349 371 5 2 392 408

胆江

両磐 2 1 35 21 641 570 1 678 593
岩手中部・胆江・両磐計 14 11 100 77 1,467 1,494 5 3 1,586 1,585

気仙 1 1 5 21 12 387 355 1 411 372

釜石

気仙・釜石計 1 1 5 21 12 387 355 1 411 372

久慈 1 1 134 106 135 107

二戸 5 5 15 7 323 272 343 284

久慈・二戸計 5 5 16 8 457 378 478 391

計 13 5 22 13 82 67 282 223 3,800 3,493 8 3 4,207 3,804

盛岡 1 1 1 25 30 1,870 2,250 1 1 1,898 2,282

宮古 70 111 70 111

盛岡・宮古計 1 1 1 25 30 1,940 2,361 1 1 1,968 2,393

岩手中部 1 2 558 387 1 559 390

胆江 2 136 130 138 130

両磐 2 1 168 171 170 172
岩手中部・胆江・両磐計 1 4 3 862 688 1 867 692

気仙

釜石 108 60 108 60

気仙・釜石計 108 60 108 60

久慈

二戸

久慈・二戸計

合計 1 2 1 29 33 2,910 3,109 1 2 2,943 3,145

盛岡 9 5 22 13 64 45 153 142 3,039 3,246 1 1 3,288 3,452

宮古 3 2 17 14 390 381 2 412 397

盛岡・宮古計 9 5 22 13 67 47 170 156 3,429 3,627 3 1 3,700 3,849

岩手中部 1 12 10 65 58 1,384 1,311 5 3 1,467 1,382

胆江 2 136 130 138 130

両磐 2 1 37 22 809 741 1 848 765
岩手中部・胆江・両磐計 1 14 11 104 80 2,329 2,182 5 4 2,453 2,277

気仙 1 1 5 21 12 387 355 1 411 372

釜石 108 60 108 60

気仙・釜石計 1 1 5 21 12 495 415 1 519 432

久慈 1 1 134 106 135 107

二戸 5 5 15 7 323 272 343 284

久慈・二戸計 5 5 16 8 457 378 478 391

合計 14 5 24 13 82 68 311 256 6,710 6,602 9 5 7,150 6,949

100.0%

58.8% 54.7%

計

区分 医療圏

41.2% 45.3%

周産期
母子医療
センター

協力病院
・診療所

22～23週 24～27週

100.0%

34～36週

早産

28～33週

正期産
（不明を含む）

37～41週

過期産

42週以降

計 割合

妊娠週数別分娩件数 追加
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母体の搬送状況 追加

R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3

盛岡 239 284 4 4 58 59 40 48 58 59 21 10 3 2 5 2

岩手医科大学附属病院 115 107 4 4 34 47 34 47 34 47 5 2

県立中央病院 61 83 6 1 6 1 6 1 6 1

盛岡赤十字病院 63 94 18 11 18 11 15 9 3 2

宮古 2 4 6 4 6 4 6 2 5 2 1

盛岡・宮古計 239 286 4 4 62 65 44 54 62 65 23 15 5 3 5 2

岩手中部 28 17 22 28 15 14 22 28 8 19 13 9 1

県立中部病院 28 17 15 14 15 14 15 14 5 10 9 4 1

北上済生会病院 7 14 7 14 3 9 4 5

胆江

両磐 24 28 1 7 4 7 4 7 4 3 1 3 2 1 1

岩手中部・胆江・両磐計 52 45 1 29 32 22 18 29 32 11 20 16 11 2 1

気仙 18 19 4 1 1 4 1 4 1

釜石

気仙・釜石計 18 19 4 1 1 4 1 4 1

久慈 17 15 17 15 17 15

二戸 11 13 8 11 8 11 7 8 1 3

久慈・二戸計 11 13 25 26 25 26 7 8 18 18

計 320 363 5 4 120 124 66 73 120 124 45 44 39 32 7 3

盛岡 122 167 95 135 114 188 33 31 90 160

宮古

盛岡・宮古計 122 167 95 135 114 188 33 31 90 160

岩手中部 22 18 22 14 22 14 5 3 17 15

胆江 2 2 2 2 1 1 2

両磐 19 30 1 1 19 30 1 1 18 29

岩手中部・胆江・両磐計 43 50 23 15 43 46 7 4 36 46

気仙

釜石 1 1 1

気仙・釜石計 1 1 1

久慈 1 1 1

二戸

久慈・二戸計 1 1 1

合計 166 218 118 150 158 235 40 35 127 206 1

盛岡 239 284 4 4 180 226 135 183 172 247 54 41 93 162 5 2

宮古 2 4 6 4 6 4 6 2 5 2 1

盛岡・宮古計 239 286 4 4 184 232 139 189 176 253 56 46 95 163 5 2

岩手中部 28 17 44 46 37 28 44 42 13 22 30 24 1

胆江 2 2 2 2 1 1 2

両磐 24 28 1 26 34 8 5 26 34 4 2 21 31 1 1

岩手中部・胆江・両磐計 52 45 1 72 82 45 33 72 78 18 24 52 57 2 1

気仙 18 19 4 1 1 4 1 4 1

釜石 1 1 1

気仙・釜石計 18 19 5 1 1 5 1 4 1 1

久慈 17 16 17 16 17 15 1

二戸 11 13 8 11 8 11 7 8 1 3

久慈・二戸計 11 13 25 27 25 27 7 8 18 18 1

合計 320 363 5 4 286 342 184 223 278 359 85 79 166 238 7 4

②他機関への搬送依頼状況

受入実施件数 うち県外から 搬送依頼件数 うちコーディネート利用 搬送実施件数
総合周産期センター 地域周産期センター 県外病院

搬送先

①他機関からの搬送受入状況

周産期母子医療
センター

協力病院・診療所

計

区分 医療圏

230

不 明
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R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3 R1 R3

盛岡 39 35 2 1 15 17 11 10 15 17 4 6 11 11

岩手医科大学附属病院 28 31 2 1 11 10 11 10 11 10 11 10

県立中央病院 11 4 1 3 1 3 1 3

盛岡赤十字病院 3 4 3 4 3 3 1

宮古 1 4 5 4 5 4 5 2 5 2

盛岡・宮古計 39 36 2 1 19 22 15 15 19 22 6 11 13 11

岩手中部 23 28 16 7 16 7 3 4 13 3

県立中部病院 8 5 10 4 10 4 2 2 8 2

北上済生会病院 15 23 6 3 6 3 1 2 5 1

胆江

両磐 5 3 1 1 1 1 1

岩手中部・胆江・両磐計 28 31 1 17 7 1 17 7 4 4 13 3

気仙 1

釜石

気仙・釜石計 1

久慈

二戸 2 5 2 5 2 5 2 5

久慈・二戸計 2 5 2 5 2 5 2 5

計 70 72 3 1 38 34 16 15 38 34 12 20 26 14

盛岡 23 13 22 9 23 10 3 11 9 12 4

宮古

盛岡・宮古計 23 13 22 9 23 10 3 11 9 12 4

岩手中部 10 10 7 8 10 10 2 10 8

胆江 3 3 3 3 3 3

両磐 2 1 2 1 2 1

岩手中部・胆江・両磐計 15 14 7 8 15 14 2 15 12

気仙

釜石

気仙・釜石計

久慈

二戸

久慈・二戸計

合計 38 27 29 17 38 24 3 11 11 27 16

盛岡 39 35 2 1 38 30 33 19 38 27 3 15 15 23 15

宮古 1 4 5 4 5 4 5 2 5 2

盛岡・宮古計 39 36 2 1 42 35 37 24 42 32 3 17 20 25 15

岩手中部 23 28 26 17 7 8 26 17 3 6 23 11

胆江 3 3 3 3 3 3

両磐 5 3 1 3 1 1 3 1 1 2 1

岩手中部・胆江・両磐計 28 31 1 32 21 8 8 32 21 4 6 28 15

気仙 1

釜石

気仙・釜石計 1

久慈

二戸 2 5 2 5 2 5 2 5

久慈・二戸計 2 5 2 5 2 5 2 5

合計 70 72 3 1 76 61 45 32 76 58 3 23 31 53 30

周産期母子医療
センター

協力病院・診療所

搬送不能件数
搬送先

計

搬送実施件数搬送要請件数 うちコーディネート利用区分 医療圏 受入実施件数 うち県外からの搬送

①他機関からの搬送受入状況 ②他機関への搬送依頼状況

県外病院総合周産期センター 地域周産期センター

新生児の搬送状況 追加


